
製品情報

カッシーニフロアブル
殺菌剤

殺菌剤分類 50

農林水産省登録

有効成分

性状

人畜毒性

有効年限

包装

第24445号

ピリオフェノン（化管法 2種）・・・・・16.5％

類白色水和性粘稠懸濁液体

普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）

3年

500㎖×20本

特長

うどんこ病に優れた効果
うどんこ病菌における胞子の付着器・吸器形成から菌糸
伸長、胞子形成に至る各生育ステージを阻害すること
で、安定した防除効果を発揮します。

サニテーション効果（まん延防止効果）により、病害の
拡大を抑える
うどんこ病の胞子形成を強く阻害し、胞子飛散による病
害の拡大を防ぐことで、次世代の菌密度を効率的に抑え
ます。

マルチスプレッド効果で作物をしっかり守る
成分が速やかに葉内で拡散し、吸器形成を強く阻害する
ことで病斑の拡大を抑え、安定した防除効果を発揮しま
す。

天敵、有用昆虫に対する高い安全性
訪花昆虫や天敵に影響がほとんどなく、IPM（総合的病
害虫防除）に適合した薬剤です。

https://ibj.iskweb.co.jp/
https://ibj.iskweb.co.jp/pyriofenone/


作物名 適用病害名 希釈倍数 10アール当り使
用液量 使用時期 本剤の使用回数 使用方法

ピリオフェノン
を含む農薬の総
使用回数

りんご うどんこ病 2000～2500倍 200～700ℓ 収穫3日前まで 2回以内 散布 2回以内
小麦 3000倍 60～150ℓ 3回以内 3回以内

※本内容は2022年8月3日付の登録内容に基づいています。

適用作物と使用方法



効果・薬害等の注意事項

使用直前に容器をよく振ること。
使用量に合わせ薬液を調製し、使いきること。
出来るだけ発病前又は発病初期に散布すること。
使用液量は対象作物の生育段階、栽培形態及び散布方法に合わせ調節すること。
りんごに使用する場合は、次の事項に注意すること。
・落花5日後までは果そう葉に褐変を生じるおそれがあるので使用をさけること。
・特定の品種（メイポール、メイ17など）においては強い薬害を生じるおそれがあるので使用をさけること。
本剤の使用に当っては、使用方法を誤らないように注意し、特に初めて使用する場合は病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。
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魚毒性等

保管

© ISK BIOSCIENCES K.K.

安全使用上の注意事項

本剤は眼に対して刺激性があるので眼に入らないよう注意すること。眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けること。使用後は洗
眼すること。
本剤は皮膚に対して弱い刺激性があるので皮膚に付着しないよう注意すること。付着した場合には直ちに石けんでよく洗い落とすこと。
かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意すること。
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この登録に係る使用方法では該当がない。

直射日光をさけ、なるべく低温な場所に密栓して保管すること。


